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図-5.1.1 断面位置図（縮尺任意）
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図-5.1.2 地質断面図（１）（SV=1:500 SH=1:2,500）
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図-5.1.3 地質断面図（２）（SV=1:500 SH=1:2,500）

- 53 -



ボーリング柱状図

調 査 名 大 熊 町 大 川 原 地 区 H 2 7 年 度 土 質 調 査 業 務

事業・工事名
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平成28年　5月11日　～　平成28年 5月13日

調査件名 ；

孔　　番 　； H27-No.2　号孔

H27年度　大熊町大河原地区土質調査

調査深度 ； GL-0.0ｍ　～　GL-9.0ｍ

調査期間 ；

UR大熊　No.2 コア写真



作成：

スウェーデン式サウンディング試験による

調査地点
評価深度

（調査深度）
スウェーデン式サウンディング試験

による長期許容支持力(kN/m2)

S-5
GL-0.5～-2.5m

79.8
(GL-0.5～-1.25m)

地 耐 力 調 査

調 査 位 置 別紙のとおり

調査実施試験 　スウェーデン式サウンディング試験

標 高 GH=85.14m

調 査 番 号 S-5

地 形 休耕田

宅 盤 土 質 砂質土

地 区 名 大熊町大川原地区

街 区 番 号 画 地 番 号

宅　地　地　耐　力　デ　ー　タ

平成28年6月14日



S-5

1.25 m

荷重 半回転数 貫入深さ 貫入量 1m当りの半回転数 長期許容支持力

Wsw (kN) Na D(m) L(cm) Nsw (回/m) qai (kN/m2)

1 0.05 0 0.10 10.0 0 1.9

2 0.15 0 0.15 5.0 0 5.7

3 0.25 0 0.20 5.0 0 9.5

4 0.50 0 0.23 3.0 0 19.0

5 0.75 0 0.25 2.0 0 28.5

6 1.00 0 0.50 25.0 0 38.0

7 1.00 0 0.75 25.0 0 38.0

8 1.00 17 1.00 25.0 68 81.5

9 1.00 50 1.08 8.0 625 120.0

10 1.00 50 1.20 12.0 417 120.0

11 1.00 50 1.25 5.0 1000 120.0
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34

35

特記事項　【長期許容応力度qaの算出式】

  UR都市整備機構より示された、宅地土工指針　より算出した。

   UR都市機構　宅地土工指針〔案〕式    qa=38Wsw+0.64Nsw（kN/m2)

    ここで、Wsw：地表面下0.5m～2.5m区間の荷重Wswの加重平均値(kN)
            Nsw：地表面下0.5m～2.5m区間の1ｍ当たりの半回転数Nsw（150を超える場合は150とする）の加重平均値

79.8 (kN/m2)

調査地点

最終深度

No.

GL-0.50m～-2.50m

調査位置 福島県双葉郡大熊町大川原地内

試験年月日 2016/6/14

試験者 遠嶋　悟

スウェーデン式サウンディング試験

調査件名 平成２７年度大熊町大川原地区土質調査



記録用紙

試験者 遠嶋　悟

天候 雨

荷重 半回転数 貫入深さ 貫入量 1m当りの半回転数

Wsw (kN) Na D(m) L(cm) Nsw (回/m)

1 0.05 0.00 0.10 10.00 0.00 無音

2 0.15 0.00 0.15 5.00 0.00 〃

3 0.25 0.00 0.20 5.00 0.00 〃

4 0.50 0.00 0.23 3.00 0.00 〃

5 0.75 0.00 0.25 2.00 0.00 〃

6 1.00 0.00 0.50 25.00 0.00 ストン

7 1.00 0.00 0.75 25.00 0.00 〃

8 1.00 17.00 1.00 25.00 68.00 砂音(ｻﾗｻﾗ)

9 1.00 50.00 1.08 8.00 625.00 〃

10 1.00 50.00 1.20 12.00 416.67 〃

11 1.00 50.00 1.25 5.00 1000.00 〃
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35

備考：

No.
記事

調査件名 平成２７年度大熊町大川原地区土質調査

測点番号 S-5

試験年月日 平成28年6月14日

スウェーデン式サウンディング試験



スウェーデン式サウンディング試験データ

1
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0.15
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0.50
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1.00

1.08

1.20

1.25

土質凡例
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貫入
深さ
(m)
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地質

荷重Wsw
（ｋN)

貫入量1ｍ当りの半回転数　Nsw

0.25 0.5 0.75 50 100

5

街区番号 宅地番号 試験者 遠嶋　悟 最終貫入深度 1.25 m

調査名 平成２７年度大熊町大川原地区土質調査 調査日 平成28年6月14日 測点 S-

粘性土 シルト砂質土 礫質土 有機質土 盛土



作成：

スウェーデン式サウンディング試験による

調査地点
評価深度

（調査深度）
スウェーデン式サウンディング試験

による長期許容支持力(kN/m2)

S-7
GL-0.5～-2.5m

60.0
(GL-0.5～-2.09m)

地 耐 力 調 査

調 査 位 置 別紙のとおり

調査実施試験 　スウェーデン式サウンディング試験

調 査 番 号 S-7

地 形 休耕田

宅 盤 土 質 砂質土 標 高 GH=81.67m

地 区 名 大熊町大川原地区

街 区 番 号 画 地 番 号

宅　地　地　耐　力　デ　ー　タ

平成28年6月14日



S-7

2.09 m

荷重 半回転数 貫入深さ 貫入量 1m当りの半回転数 長期許容支持力

Wsw (kN) Na D(m) L(cm) Nsw (回/m) qai (kN/m2)

1 0.05 0 0.10 10.0 0 1.9

2 0.15 0 0.15 5.0 0 5.7

3 0.25 0 0.22 7.0 0 9.5

4 0.50 0 0.25 3.0 0 19.0

5 0.75 0 0.28 3.0 0 28.5

6 1.00 0 0.50 22.0 0 38.0

7 1.00 0 1.00 50.0 0 38.0

8 0.50 0 1.10 10.0 0 19.0

9 1.00 6 1.25 15.0 40 63.6

10 1.00 8 1.50 25.0 32 58.5

11 1.00 0 1.75 25.0 0 38.0

12 1.00 50 1.98 23.0 217 120.0

13 1.00 6 2.00 2.0 300 120.0

14 1.00 50 2.05 5.0 1000 120.0

15 1.00 50 2.09 4.0 1250 120.0
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35

特記事項　【長期許容応力度qaの算出式】

  UR都市整備機構より示された、宅地土工指針　より算出した。

   UR都市機構　宅地土工指針〔案〕式    qa=38Wsw+0.64Nsw（kN/m2)

    ここで、Wsw：地表面下0.5m～2.5m区間の荷重Wswの加重平均値(kN)
            Nsw：地表面下0.5m～2.5m区間の1ｍ当たりの半回転数Nsw（150を超える場合は150とする）の加重平均値

60.0 (kN/m2)

調査地点

最終深度

No.

GL-0.50m～-2.50m

調査位置 福島県双葉郡大熊町大川原地内

試験年月日 2016/6/14

試験者 遠嶋　悟

スウェーデン式サウンディング試験

調査件名 平成２７年度大熊町大川原地区土質調査



記録用紙

試験者 遠嶋　悟

天候 雨

荷重 半回転数 貫入深さ 貫入量 1m当りの半回転数

Wsw (kN) Na D(m) L(cm) Nsw (回/m)

1 0.05 0.00 0.10 10.00 0.00 無音

2 0.15 0.00 0.15 5.00 0.00 〃

3 0.25 0.00 0.22 7.00 0.00 〃

4 0.50 0.00 0.25 3.00 0.00 〃

5 0.75 0.00 0.28 3.00 0.00 〃

6 1.00 0.00 0.50 22.00 0.00 〃

7 1.00 0.00 1.00 50.00 0.00 〃

8 0.50 0.00 1.10 10.00 0.00 砂音

9 1.00 6.00 1.25 15.00 40.00 轢音（ｼﾞｬﾘｼﾞｬﾘ）

10 1.00 8.00 1.50 25.00 32.00 〃

11 1.00 0.00 1.75 25.00 0.00 〃

12 1.00 50.00 1.98 23.00 217.00 〃

13 1.00 6.00 2.00 2.00 300.00 〃

14 1.00 50.00 2.05 5.00 1000.00 〃

15 1.00 50.00 2.09 4.00 1250.00

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

備考：

No.
記事

調査件名 平成２７年度大熊町大川原地区土質調査

測点番号 S-7

試験年月日 平成28年6月14日

スウェーデン式サウンディング試験



スウェーデン式サウンディング試験データ

1

0.10

0.15

0.22

0.25

0.28

0.50

1.00

1.10

1.25

1.50

1.75

1.98

2.00

2.05

2.09

土質凡例

150 200 250 300 350 400

貫入
深さ
(m)

推定
地質

荷重Wsw
（ｋN)

貫入量1ｍ当りの半回転数　Nsw

0.25 0.5 0.75 50 100

7

街区番号 宅地番号 試験者 遠嶋　悟 最終貫入深度 2.09 m

調査名 平成２７年度大熊町大川原地区土質調査 調査日 平成28年6月14日 測点 S-

粘性土 シルト砂質土 礫質土 有機質土 盛土



作成：

スウェーデン式サウンディング試験による

調査地点
評価深度

（調査深度）
スウェーデン式サウンディング試験

による長期許容支持力(kN/m2)

S-9
GL-0.5～-2.5m

59.8
(GL-0.5～-2.97m)

地 耐 力 調 査

調 査 位 置 別紙のとおり

調査実施試験 　スウェーデン式サウンディング試験

標 高 GH=82.76m

調 査 番 号 S-9

地 形 休耕田

宅 盤 土 質 砂質土

地 区 名 大熊町大川原地区

街 区 番 号 画 地 番 号

宅　地　地　耐　力　デ　ー　タ

平成28年6月14日



S-9

2.97 m

荷重 半回転数 貫入深さ 貫入量 1m当りの半回転数 長期許容支持力

Wsw (kN) Na D(m) L(cm) Nsw (回/m) qai (kN/m2)

1 0.05 0 0.15 15.0 0 1.9

2 0.15 0 0.18 3.0 0 5.7

3 0.25 0 0.20 2.0 0 9.5

4 0.50 0 0.24 4.0 0 19.0

5 0.75 0 0.26 2.0 0 28.5

6 1.00 0 0.33 7.0 0 38.0

7 1.00 3 0.50 17.0 18 49.3

8 1.00 0 0.75 25.0 0 38.0

9 0.50 0 0.92 17.0 0 19.0

10 0.75 0 0.98 6.0 0 28.5

11 1.00 0 1.00 2.0 0 38.0

12 1.00 3 1.25 25.0 12 45.7

13 1.00 9 1.50 25.0 36 61.0

14 1.00 10 1.75 25.0 40 63.6

15 1.00 9 2.00 25.0 36 61.0

16 1.00 17 2.25 25.0 68 81.5

17 1.00 26 2.50 25.0 104 104.6

18 1.00 19 2.75 25.0 76 86.6

19 1.00 50 2.95 20.0 250 120.0

20 1.00 50 2.97 2.0 2500 120.0

21
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25
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31

32

33

34

35

特記事項　【長期許容応力度qaの算出式】

  UR都市整備機構より示された、宅地土工指針　より算出した。

   UR都市機構　宅地土工指針〔案〕式    qa=38Wsw+0.64Nsw（kN/m2)

    ここで、Wsw：地表面下0.5m～2.5m区間の荷重Wswの加重平均値(kN)
            Nsw：地表面下0.5m～2.5m区間の1ｍ当たりの半回転数Nsw（150を超える場合は150とする）の加重平均値

59.8 (kN/m2)

調査地点

最終深度

No.

GL-0.50m～-2.50m

調査位置 福島県双葉郡大熊町大川原地内

試験年月日 2016/6/14

試験者 遠嶋　悟

スウェーデン式サウンディング試験

調査件名 平成２７年度大熊町大川原地区土質調査



記録用紙

試験者 遠嶋　悟

天候 雨

荷重 半回転数 貫入深さ 貫入量 1m当りの半回転数

Wsw (kN) Na D(m) L(cm) Nsw (回/m)

1 0.05 0.00 0.15 15.00 0.00 砂音(ｻﾗｻﾗ)

2 0.15 0.00 0.18 3.00 0.00 〃

3 0.25 0.00 0.20 2.00 0.00 〃

4 0.50 0.00 0.24 4.00 0.00 〃

5 0.75 0.00 0.26 2.00 0.00 〃

6 1.00 0.00 0.33 7.00 0.00 〃

7 1.00 3.00 0.50 17.00 17.65 〃

8 1.00 0.00 0.75 25.00 0.00 ストン

9 0.50 0.00 0.92 17.00 0.00 〃

10 0.75 0.00 0.98 6.00 0.00 砂音(ｻﾗｻﾗ)

11 1.00 0.00 1.00 2.00 0.00 〃

12 1.00 3.00 1.25 25.00 12.00 〃

13 1.00 9.00 1.50 25.00 36.00 〃

14 1.00 10.00 1.75 25.00 40.00 〃

15 1.00 9.00 2.00 25.00 36.00 〃

16 1.00 17.00 2.25 25.00 68.00 〃

17 1.00 26.00 2.50 25.00 104.00 〃

18 1.00 19.00 2.75 25.00 76.00 〃

19 1.00 50.00 2.95 20.00 250.00 轢音（ｼﾞｬﾘｼﾞｬﾘ）・強反発

20 1.00 50.00 2.97 2.00 2500.00 〃
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34

35

備考：

No.
記事

調査件名 平成２７年度大熊町大川原地区土質調査

測点番号 S-9

試験年月日 平成28年6月14日

スウェーデン式サウンディング試験



スウェーデン式サウンディング試験データ

1

0.15

0.18

0.20

0.24

0.26

0.33

0.50

0.75

0.92

0.98

1.00

1.25

1.50

1.75

2.00

2.25

2.50

2.75

2.95

2.97

土質凡例

150 200 250 300 350 400

貫入
深さ
(m)

推定
地質

荷重Wsw
（ｋN)

貫入量1ｍ当りの半回転数　Nsw

0.25 0.5 0.75 50 100

9

街区番号 宅地番号 試験者 遠嶋　悟 最終貫入深度 2.97 m

調査名 平成２７年度大熊町大川原地区土質調査 調査日 平成28年6月14日 測点 S-

粘性土 シルト砂質土 礫質土 有機質土 盛土

















 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



































 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度調査 
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